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問題 

 

※ うｐ主が手計算で解いたものです。どうせ間違いだらけだろうと思いますが、おかしな

ところがあれば、各自で修正してくださいな(´・ω・｀) 

明らかな間違いを発見された方は、wikiのコメント欄に書き込んでくだされば、皆さん

のためになると思いますので、是非そうしてください。 

 

1, 
 

1 yx と両座標軸との間の部分の面積を求めよ。 

 

内部面積を S  とおく。 

xおよび yの定義域と値域はそれぞれ 1010  yx
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2, 楕円： 124 22  yx の囲む面積を求めよ。 
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内部面積を S  とおく。 



＜対称性＞ 

楕円は軸に対して対称なので、簡単のため、全体の面積の 4 分の 1 にあたる第 1 象限の面

積を求める。 

  2

1

0

241
2

1

4

1
dxxS

 

  
  2

1

0

241
2

1
dxx

 

sin
2

1
x  










22





 とおく。 




cos
2

1


d

dx
    ddx cos

2

1


 

積分範囲は 10x  より、 
2

0


   

  2

0

2 cos
2

1
sin1

2

1

4

1


 dS

 

   2

0

2 c o sc o s
22

1


 d

 

   2

0
c o sc o s

22

1


 d

 

    2

0
c o sc o s

22

1


 d

  


 

2
0


 

 


 

0cos 

 

   2

0

2c o s
22

1


d
 

  


 2

0 2

c o s 21

22

1





d
 

    2

0
)c o s 222(

28

1


 d
 

  
 2

0s i n 22
28

1


 
 

      0s i n0s i n
28

1
 

 



  28




 

  22


S

 

 

＜二重積分（応用）＞ 

積分領域を  124),( 22  yxyxD  とおく。
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これより、 
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ヤコビの行列式は 
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3, 次の極方程式で表わされる曲線の内部の面積を求めよ。 )0( a  ： 

3sinar   

 

＜二重積分（応用）＞ 

（解析学Ⅱで習う二重積分の知識がないと、おそらく無理だと思われる。） 

積分領域を D  とおく。 

 20  において、 0r をみたすのは 
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と簡単にしてもよい。 

 

 

4, つぎの各曲線で囲まれた部分の面積を求めよ。 ： 
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※ グラフを描くと、一層わかりやすい。 

 

 

5, つぎの曲線の自閉線内の面積を求めよ。 ： 
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＜二重積分（応用）＞ 

（解析学Ⅱで習う二重積分の知識がないと、おそらく無理だと思われる） 
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6, つぎの曲線の長さを求めよ。 ： 

a

x
ay cosh

  
)0;0(  abx

 

 

長さを L  とおく。公式  









bb

dx
dx

dy
dydxL

0

2

0

22 1  を用いる。 

a

x
ay cosh   

a

x

dx

dy
sinh       xx

dx

d
sinhcosh   

 









b

dx
a

x
L

0

2

sinh1  

  









b

dx
a

x

0

2

sinh1  

  









b

dx
a

x

0

2

cosh            1sinhcosh 22  xx  

 
b

dx
a

x

0
cosh  

 
b

dx
a

x

0
cosh              0

2
cosh 




xx ee
x  

 

b

a

x

a 0

sinh
1









  



 0sinh
1

sinh
1

aa

b

a
  

 
a

b

a
sinh

1
  

 

 

7, つぎの曲線の長さを求めよ。 ： 
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8, 次の曲線を x軸のまわりに 1回転してできる回転面の表面積を求めよ ： 
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9, 次の曲線を x軸のまわりに 1回転してできる回転面の表面積を求めよ ： 
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10, 次の曲線を x軸のまわりに 1回転してできる回転面の表面積を求めよ ： 
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